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Rin Tan Kei 高齢者活躍人材確保育成事業　島根県シルバー人材センター連合会広報誌

安
来
市
は
、
平
成
の
大
合
併
に

よ
り
旧
安
来
市
、
広
瀬
町
、
伯
太

町
が
合
併
し
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
7
月
末

時
点
で
人
口
は
３
６
，
0
0
7
人
、
世
帯
数
は
１
４
，

2
5
2
世
帯
、
高
齢
化
率
37
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

名
の
由
来
は
、
神
代
の
昔
、
須す

さ

の

お

佐
之
男
神か

み

が
こ
の
地
に
来

ら
れ
「
吾
が
御
心
は
安や

す平
け
く
な
り
ま
し
ぬ
」
と
い
わ
れ

た
こ
と
か
ら
「
安や

す
ぎ来
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
出
雲
國
風
土
記
か
ら
）。
島
根
県
東
部
、
鳥
取

県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
南
部
は
中
国
山
地
に
連
な
る
豊

か
な
緑
に
覆
わ
れ
、
そ
こ
を
源
流
と
し
て
中
海
に
注
ぐ
飯

梨
川
・
伯
太
川
の
全
流
域
が
市
域
に
含
ま
れ
ま
す
。

安
来
市
は
高た

か
ま
が
は
ら

天
原
か
ら
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

御
神
の
命
に
よ
り

金か
な
や
ご
の

屋
子
神か

み

が
比ひ

田だ

の
地
に
降
臨
さ
れ
「
た
た
ら
製
鉄
」
を

人
間
に
伝
授
さ
れ
た
製
鉄
発
祥
の
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
か
ら
伝
授
し
て
い
た
だ
い
た
「
た
た
ら
製
鉄
」

の
技
で
、
広
瀬
地
域
及
び
伯
太
地
域
の
山
間
地
で
は
、
良

質
な
砂
鉄
が
産
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
盛
ん
に
操
業
し
優

れ
た
鋼
材
を
生
産
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
和
鉄
生
産
が
最
盛
期
を
迎
え
る
と
、
安
来
港

は
北
陸
や
関
西
に
運
ぶ
鉄
の
積
み
出
し
港
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
ま
た
、
下
流
域
の
平
野
や
三
角
州
は
、
た
た
ら
製

鉄
の
か
ん
な
流
し
に
よ
る
土
砂
で
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
、
島
根
県
の
二

大
平
野
・
出
雲
平

野
と
並
ぶ
能の

き義
平

野
は
、
大お

お
く
に
ぬ
し
の

国
主

大お
お
か
み神
が
須
佐
之
男

神
の
命
に
よ
り
国

造
り
を
始
め
ら
れ

た
時
の
着
工
の
地

で
あ
り
、
平
野
開

拓
と
稲
作
を
成
功
さ
れ
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
能

義
平
野
は
、
出
雲
大
社
の
平
成
の
大
遷
宮
の
時
に
大
国
主

大
神
が
ご
発
動
さ
れ
、
大
規
模
圃
場
整
備
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
日
本
国
の
食
料
需
給
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

「
た
た
ら
製
鉄
」
を
ル
ー
ツ
と
し
た
日
立
金
属
安
来
工
場

（
現
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
安
来
工
場
）
は
、
特
殊
鋼
ヤ
ス
キ
ハ
ガ

ネ
ブ
ラ
ン
ド
で
優
れ
た
鋼
材
を
次
々
と
産
み
出
し
、
日
本
の

「
も
の
づ
く
り
」
に
貢
献
し
ま
し
た
。
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
の
原
点
と
も
言
え
ま
す
。
特
に
刃
物
鋼
の
分
野
で
包
丁

や
大
工
道
具
等
に
適
し
た
鋼
材
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

イ
チ
ロ
ー
氏
・
落
合
博
満
氏
・
松
井
秀
喜
氏
達
の
バ
ッ
ト
作

成
を
担
当
さ
れ
た
、
元
ミ
ズ
ノ
の
名
工
・
バ
ッ
ト
の
神
様
・

久く

ぼ

た
保
田
五い

そ
か
ず
十
一
氏
も
、
ヤ
ス
キ
ハ
ガ
ネ
青
紙
鋼
製
の
か
ん

な
・
の
み
を
愛
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ヤ
ス
キ
ハ
ガ
ネ
青

紙
鋼
が
あ
っ
て
こ

そ
、
名
人
の
技
に

よ
り
精
巧
な
バ
ッ

ト
は
生
ま
れ
た
の

で
す
。

安
来
市
の
神
話

と
鉄
の
歴
史
に
興

味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

和
鋼
博
物
館
に
来
館
下

さ
い
。

安
来
市
は
、「
人
が
集

い
未
来
を
拓
く　

も
の

づ
く
り
と
文
化
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。　
　

神
話
と
鉄て

つ
学が

く
の
道

鋼
ア
イ
ア
ン
タ
ウ
ン

の
街
安
来
市

安来市
YASUGI

久
く
保
ぼ
田
た
五
い
十
そ
一
かず
名人　　

厚生労働省から「現代の名工」に認定、黄綬
褒章を受章
イチロー氏らのバットを作成

玉
たま
鋼
はがね
　　

たたら吹きで、真
ま
砂
さ
砂
さ
鉄
てつ
と木炭

で作成された和鋼、唯一の日本
刀の材料

大
おお
倉
くら
正
しょう
之
の
助
すけ
先生

人間国宝　能
のう
楽
がく
師
し
囃
はや
子
し
方
かた
大
おお
倉
くら
流
りゅう
大
おお
鼓
つづみ

能義平野完成を祝し、天下泰平・国土安
寧・五穀豊穣を祈念し奏上

文
・
公
益
社
団
法
人
安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

　
派
遣
事
業
室
　
次
長
　
佐
伯
　
満
也
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安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
十
神
小
学
校
区
の
待
機
児
童

対
策
と
し
て
教
育
委
員
会
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
令
和
3
年
4
月
1
日
に

「
い
ち
ご
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
開
始
し
ま

し
た
。

現
在
、
十
神
小
学
校
区
に
は
3
つ

の
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
受

け
入
れ
体
制
は
ま
だ
不
足
し
て
い
る

状
態
で
す
。
そ
の
中
で
、
い
ち
ご
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
1
～
3
年
生
の
児
童

を
上
限
い
っ
ぱ
い
の
22
名
ま
で
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る

い
ち
ご
児
童
ク
ラ
ブ

今
年
の
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
い
要
望
を
受
け
て
ビ

ニ
ー
ル
プ
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
毎
日
水
遊
び
を
し
て
い

ま
す
。

年
間
の
活
動
と
し
て
、
避
難
訓
練
（
7
月
）、
遠
足
・
七
夕
ま

つ
り
（
8
月
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

（
10
月
）、
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
月
）
な
ど
を
予
定
し
、
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
毎
月
2
回
以
上
手
作
り
お
や
つ
の
日
を
設
け
て
、
み

ん
な
で
一
緒
に
団
子
を
こ
ね
た
り
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
つ
け
た
り
し

て
い
ま
す
。

思
い
出
作
り
の
場
と
し
て
の
児
童
ク
ラ
ブ
に

遠足遠足

避難訓練避難訓練宿題宿題

おやつの日おやつの日

日常日常

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
最
長
３
年
間
の
居
場

所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
楽

し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い

残
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
、
ま
た
保
護
者

に
と
っ
て
も
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
場
所
と
し
て
、

日
々
会
員
に
協
力
し
て
も

ら
い
な
が
ら
運
営
し
て
い

ま
す
。
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他
の
児
童
ク
ラ
ブ
が
支
援
員
等
の
不
足
に
悩
む

中
、
た
く
さ
ん
の
シ
ル
バ
ー
会
員
の
賛
同
を
受
け

て
、
人
員
的
に
安
定
し
た
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
2
年
以
上
の
就
業
を
経
て
支
援
員

受
講
資
格
を
得
た
3
名
の
会
員
が
、
支
援
員
認

定
資
格
研
修
会
を
受
講
し
、
資
格
を
取
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
支
援
員
層
を
厚
く
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

国
の
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
や
島

根
県
の
「
島
根
創
生
計
画
」
に
お
い
て
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
以
下
「
児
童
ク
ラ
ブ
」）
の
充
実
に
向
け

た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
担
い
手
を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
2
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
い
ち
ご
児
童
ク
ラ
ブ
（
安
来
市
）
や
、

斐
伊
児
童
ク
ラ
ブ
（
雲
南
市
）
の
よ
う
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
市
町
村
か
ら
運
営
業
務
を
受
託
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
で
す
。
こ
の
2
ク
ラ

ブ
で
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が
支
援
員
等
と
な
っ
て
児
童

ク
ラ
ブ
の
業
務
全
般
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
、
地
域
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
シ

ル
バ
ー
会
員
を
派
遣
す
る
「
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
」
で

す
。
令
和
5
年
7
月
現
在
で
、
島
根
県
内
20
か
所
の
児

童
ク
ラ
ブ
で
活
用
さ
れ
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
が
広
が
っ
て
い

る
背
景
に
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
が
、
変
則
的
な
勤
務
形

態
で
あ
る
う
え
に
、
児
童
支
援
の
ス
キ
ル
も
求
め
ら

れ
る
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
が
困
難
で

あ
る
こ
と
な
ど
特
有
の
課
題
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の

「
臨
・
短
、
軽
」
と
言
わ
れ
る
働
き
方
は
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
特
殊
な
勤
務
形
態
に
違
和
感
な
く
柔
軟
に
あ

て
は
ま
る
働
き
方
で
す
。
短
時
間
勤
務
や
ス
ポ
ッ
ト

で
の
依
頼
は
も
ち
ろ
ん
、
長
時
間
勤
務
の
場
合
も
午

前
・
午
後
に
分
け
て
複
数
の
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
就
業
す
る
な
ど
と
い
っ
た
手
法
が
確
立
さ
れ
て

い
る
た
め
で
す
。

シ
ル
バ
ー
世
代
の
多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
を
活

か
し
な
が
ら
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
特
性
に
応
じ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
参
画
で

�
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に

いちご児童クラブ
開所日 	 ⃝平日（月～金曜日）　14：00～18：00
	 ⃝土曜日（希望者）　　 8：00～18：00
	 ⃝夏・冬・春休み 　　 8：00～18：00
	 ⃝振替休業日 　　　　 8：00～18：00
閉所日 	 日曜日､ 祝日､ お盆､ 年末年始

■スタッフ
会員14人（支援員 4人・補助員10人）
�長期休業期間は、午前 3人、午後 3人体制で
ローテーションを組み就業しています。

放課後児童クラブ 勤務形態の特性に応じた担い手確保 臨短軽の２
ツー
スタイル

放課後児童クラブでの業務全般
〇通常の平日は午後のみの短時間勤務
〇土曜日や夏休み等の長期休業中は1日勤務
〇児童支援のスキルが求められる

【
特
性
】

支援員資格を有する会員を中心とした大人
数のシフトによる安定した人員体制

クラブの開所日等に応じ、補助スタッフを
柔軟に派遣、支援員の負担を軽減

2 地域のクラブにシルバー会員を派遣

専門業務／通年業務

支援員
が担当

周辺業務／一時的な業務

シルバー会員
が担当

※�臨時的かつ短期的な就業、又は軽易な業務（臨・短、軽）とは、シルバー人材センターの会員 1人あたりの就業範囲で、おおむね月10日程度以内、又
は週20時間を超えないことを目安としています。

文
・�

い
ち
ご
児
童
ク
ラ
ブ
／�

�

公
益
社
団
法
人
安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

�
�

前
田
　
ひ
ろ
み

1シルバー人材センターが運営
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シルバー派遣事業は

放課後児童クラブでこんなお仕事をしています
令和 5年 7月現在、島根県内20か所の放課後児童クラブでシルバー派遣事業をご活用いただいています。
「月々スタッフが不足する日・時間」、「夏休みなどの長期休みだけ」、「毎月月初だけ」など、各クラブの
ニーズにマッチするシルバー人材が、現場の負担を軽減し、ゆとりある子育て環境をサポートしています。

基本情報　①派遣期間　②就業日　③就業時間　④派遣人数　⑤就業会員数

豊富な経験を活かした対応で業務を支援月初めの一時的な業務集中に活用

斐川地域児童クラブ運営委員協議会� �
（出雲市）
①令和 5年 6月～　②月初めの 8日間程度
③ 8時30分～17時　④ 1人　⑤ 1人
�
斐川地域の各児童クラブの職員さんの退勤データの整
理・給与計算及び支払い帳票等の作成事務に就業してい
ます。月初めの一時的に業務が集中する数日の勤務のた
め、臨・短、軽のシルバー派遣事業を活用されています。

子育て環境に安全・安心をプラス 支援員の不足する日・時間に柔軟に対応

きすき児童クラブ（雲南市）
①令和 4年10月～　②平日　③14時～18時（長期休みは
13時～18時）　④ 2人　⑤ 8人
�
支援員さんが子ども達の出欠席の確認や記録を行う中、
会員が掃除やおやつの準備などの補助業務を行います。
支援員さんからは、「子ども達が帰ってきたら、会員さ
んが「おかえり」と元気に迎えられます。机の消毒や遊
び・勉強に取り組んでいる子どもの見守り、アレルギー
など気を配る子の対応など、さまざまな所に目を向けて
もらい助かっております。」とのご感想をいただいてい
ます。

日原ひまわりクラブ（津和野町）
①平成31年 4 月～　②平日　③15時～17時30分（夏休み
等は 8時30分～13時及び13時～17時30分）　④ 2人（夏
休みは 3人）　⑤ 6人
�
津和野町からシダックス大新東ヒューマンサービス株式
会社が委託業務を受け運営している放課後児童クラブで
す。津和野町シルバー人材センターには前月25日に支援
員の足りない日・時間等の連絡があります。その他の突
発的な依頼についても、出来るだけ柔軟に対応していま
す。また夏休み等については、午前の部・午後の部に分
けて会員手配を行っています。

北陽こどもクラブ運営委員会（出雲市）
①令和 5年 1月～　②月～金、第 3土曜日、夏休み　
③月～金13時30分～17時30分、第 3土曜日11時30分～�
15時及び15時～18時、夏休み 8時～12時及び13時30分～�
17時30分）　④ 1人　⑤ 5人
�
令和 5年 1月から、北陽こどもクラブにおいて支援員の
補助業務を行っています。子どもの見守りや掃除、花の
水やりなどに従事し、豊富な経験を活かした対応に職員
のみなさんからの信頼をいただいています。
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人
手
不
足
の
夏
休
み
を
前
に
開
催
！

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習（
松
江
会
場
）

講習をきっかけに　夏休みの児童クラブで就業

ひよしサンサンクラブ（松江市）
①令和 5年 7月21日～令和 5年 8月25日（夏休み）
②月～金（ 8 /11～ 8 /16は除く）　③ 7時45分～�
12時15分及び15時～18時　④ 1人　⑤ 7人
�
7 月 5 日～ 7日に開催された放課後児童クラブ補助
スタッフ養成講習（上記参照）の受講を経て、新た
に 9名が松江市シルバー人材センターに入会しま
した。
そして、夏休みを迎えスタッフが不足する児童クラ
ブから就業の相談があり、松江市八雲町の「ひよし
サンサンクラブ」へは 7人の会員がローテーション
で就業し、その内 3人が今回の講習修了者です。
クラブ内の清掃のほか、支援員 2名とともに20数人
の児童の見守りをしています。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
取
り
組
む
島
根
県
か
ら

の
委
託
を
受
け
、
入
所
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
夏
休
み
を
前
に

し
た
7
月
5
日
～
7
日
の
3
日
間
、
松
江
市
総
合
体
育
館

に
お
い
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

を
開
催
し
、
34
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

ニ
チ
イ
学
館
の
中
山
元
美
講
師
の
も
と
、
座
学
に
加
え
グ

ル
ー
プ
討
議
や
意
見
交
換
、
遊
び
の
実
習
も
あ
り
、
学
童
保

育
の
基
礎
が
詰
ま
っ
た
充
実
し
た
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
派
遣
依

頼
の
多
く
は
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
ク
ラ
ブ
の
環
境
整
備

等
、
支
援
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
周
辺
業
務
な
ど
で
す
が
、

現
場
で
は
児
童
へ
の
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場

面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
持
つ
人
材
が
望
ま
れ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
か
ら
の
こ
れ
ら

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
講

習
は
、
島
根
県
が
実
施
す

る
子
育
て
支
援
員
研
修
の

基
本
研
修
及
び
専
門
研
修

の
う
ち
放
課
後
児
童
コ
ー

ス
に
準
じ
た
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

講
習
の
最
終
日
に
は
、
地
元
の
2
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
出
張
入
会
説
明
会
及
び
個
別
面
談
を
行
い
、

10
名
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
当
日
入
会
し
ま
し
た
。

そ
し
て
受
講
者
の
う
ち
7
名
が
早
速
こ
の
夏
休
み
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
就
業
し
て
い

ま
す
。

次
は
松
江
会
場
に
続
き
、
10
月
に
出
雲
、
11
月
に
益
田

で
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
冬
休
み
、

そ
し
て
春
休
み
か
ら
新
年
度
に
備
え
、
補
助
ス
タ
ッ
フ
の

養
成
を
進
め
ま
す
。

主な講習カリキュラム
● �子ども・子育て家庭
の現状

●児童虐待と社会的養護
●子どもの発達
● �安全の確保とリスク
マネジメント

●子どもと遊び　他
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島
根
県
で
は
、

令
和
2
年
度
に

「
島
根
創
生
計
画
」

を
策
定
し
、「
人

口
減
少
に
打
ち
勝

ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
島
根
」
を
実
現

す
る
た
め
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
一
つ
と
し
て
、
働
く
保

護
者
の
子
育
て
を
支
え
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
お
り
、
令
和
元
年
度
と
比
較

し
て
利
用
定
員
や
利
用
時
間
を
延
長
す

る
児
童
ク
ラ
ブ
数
は
大
き
く
増
加
す
る

な
ど
、
放
課
後
児
童
の
受
入
れ
環
境
の

整
備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
年
々

利
用
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
放
課
後
児
童
の
受
入
れ
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く
人
材
の
不

足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
島
根
県
で
は
、
児

童
ク
ラ
ブ
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の
確

保
・
育
成
を
進
め
て
お
り
、
令
和
5
年

度
か
ら
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
就
労
を

希
望
す
る
方
に
向
け
た
講
習
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
で
働
い
た
こ
と
の
な
い
方

で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
働
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
実
習
も
交
え
な
が
ら
児
童

ク
ラ
ブ
で
働
く
た
め
の
基
本
的
な
知
識

や
技
能
を
就
労
前
に
学
べ
る
内
容
と
し

て
い
ま
す
。

令
和
5
年
7
月
に
は
松
江
市
で
講
習

を
実
施
し
、
34
名
の
方
に
受
講
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
習
を
修
了
し
た
方
の
中

に
は
、
実
際
に
7
月
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ

で
働
か
れ
た
方
も
お
り
、
人
材
確
保
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
ほ
か
出
雲
市
、
益

田
市
の
2
会
場
で
も
講
習
を
実
施
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
人

材
確
保
策
の
一
つ
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人

材
の
活
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
日
中
、

保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
放

課
後
の
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す

る
事
業
で
す
（
学
童
保
育
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。）。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
は
、
職
員
が
配
置
さ
れ
、
児
童
と

日
々
接
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
就
労
を
希
望
す
る
方
に

向
け
た
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す

島
根
県
健
康
福
祉
部
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

主
幹　

岡
田
　
大
輔
　
氏

TEL：０８５２-２８-１１７１
FAX：０８５２-２８-1173

E-mail shimane-ren@sjc.ne.jp　 H  P https://webc.sjc.ne.jp/shimane/

公益社団法人島根県シルバー人材センター連合会
〒690-0887 松江市殿町８番地３ タウンプラザしまね２階

取
材
に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
、「
基
礎
を
学
ん
で
い
る
の
で
安
心
感
が
違
う
」「
事
務
作
業
を
こ

な
す
余
裕
も
生
ま
れ
ま
し
た
」
な
ど
の
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
他
の
地
域
で
も
支
援
員
の
皆
様
の
ご
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
で
き
る
よ

う
、
今
年
度
は
あ
と
2
回
、
出
雲
市
と
、
初
め
て
県
西
部
で
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
」
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
て
、
県
内
に
広
く
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
所
存
で
す
。

I C T
活用促進

仕事のお申し込みが仕事のお申し込みが
パソコン・スマホからでもできるようになりますパソコン・スマホからでもできるようになります

シルバー会員に 講習受講者に 地域の高齢者に

●●●●●

会員専用
サイト

講習時の
情報提供

講習後の
個別相談

講習受講者
募集チラシ ホームページ

※ �事務所の「名称」「住所」「電話番号」などの情報はシルバー会員にのみ公開します

「募集中のお仕事」情報は広く発信されます

https://webc.sjc.ne.jp/shimane/

トップページの
バナーから
お進みください

いつでもどこでも

編
集
後
記


